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【各学年代表発表から】

【校長から】

長崎県の公立高校入試

１ 特別選抜、離島留学特別選抜 … 令和７年１月２８日（火）

２ 一般選抜及び定時制Ⅰ期 … 令和７年２月１２日（水）、１３日（木）

３ チャレンジ選抜 … 令和７年３月１２日（水）

本年度から、新たな入試制度となりました。チャレンジ選抜とは、一般選抜で不合格となった生
徒が再度受検できる制度です。ただし、受検した学校の受検はできず、離島や半島部で定員に満た
ない学校しか受検できません。また「１」「２」で合格した生徒も受験できません。
（※公立高校以外を志願する場合は、事前に自分で受検に関することを調べておくことが必要です。

すでに、公立高校以外の受検が始まり、中には結果が発表された学校もあります。）
長崎県の公立高校は、間もなく「１」が実施されます。本校からも受検する生徒がいます。そし

て「２」で受検する生徒もいます。全員が進学を希望しています。放課後も残って互いに教え合う
姿があります。受検は自分自身の戦いでもありますが、みんなで高め合うことで壁を乗り越える力
もさらに蓄えられます。全員が志望校へ合格することを祈念します。みんなぎばれ！

校長のひとり言

私の高校受検は４４年前。当時の公立高校は推薦制度もなく一発受検。感染症でも受検できなけ
ればそれまで。特に体調管理には気を遣っていた覚えがあります。ただ、それまでの学習の蓄えに
多くの不安を持っていたため、やはり夜遅くまで勉強していた記憶があります。
島外の高校の受検に行った前日の夜、同級生が４０℃近い高熱を発しました。夜中に病院に行き、

点滴を打った後、病院から直接受検会場に行きました。結果は無事合格しましたが、それまでの積
み重ねが無にならず、私も嬉しかったことを覚えています。
早寝早起き、朝食、睡眠。体調を整えることが一番です。ご家族の協力もお願いします。

～ 志をもち 郷土を誇りに思い 郷土の誇りとなる ～
「自己有用感(人、社会の役に立つ)」「自己肯定感（やればできる）」の高揚

○自分で自分の可能性を失うようなことがないよう、日々を大切にし、まとめの学期
　としていこう。

１年生 ２年生 ３年生
○目の前にあることに一生
　懸命に取り組むこと。
○誰かのために一生懸命に
　行動すること。

○学校の中心となっていく
　決意をもつこと。
○三井楽中学校の生徒とし
　ての誇りを高めていくこ
  と。

○目の前のこと（特に受検）
　に立ち向かう姿を見せる
　こと。
○残された仲間との時間を
　大切にすること。

○課題…提出物（宿題含む）
　①帰宅後のオンとオフ
　　・やるべきことを先に
　　　やる（オフになると
　　　切り替えがななかか
　　　できない自分がい
　　　る）。
　②早寝早起き
　　・生活リズムを整える。
　③学級委員に立候補
　　・気を引き締めていく。

○３年生への準備期間、頼り
　になる存在になっていく。
　①良い点…活発、積極性
　　一生懸命で工夫できる。
　②課題
　　・提出物
　　　信頼を損なうことに
　　　つながる。
　　・学習
　　　これまでの学びをもう
　　　一度。学びに向かう姿
　　　勢を見つめる。
　　※家庭学習の時間を確
　　　保する

○受検、卒業、集大成
　・行事等でさらに絆が深
　　まった。
　・皆で支え合ってきた。
　・１，２年生の活動をサ
　　ポートする。
☆卒業（式）に向けて、時
　間を大切に、三中で良か
　ったと思うように過ごす。

１年生 ２年生 ３年生


